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市
内
の
農
業
や
商
工
業
の
振
興
を
図

り
、
地
元
の
産
業
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
『
伊
豆
の
国
市
秋
の
収
穫
祭
』
を
、

市
役
所
大
仁
庁
舎
・
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
田
中

支
店
の
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
年
ま
で
『
伊
豆

の
国
市
産
業
祭
』
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て

ほ
し
い
と
、
今
回
か
ら
イ
ベ
ン
ト
名
を
一

新
し
ま
し
た
。
前
日
に
は
農
林
畜
産
物
品

評
会
を
行
い
、
当
日
は
農
産
物
の
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
、
約

八
千
五
百
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
恒
例
の
餅
ま
き
も
行
い
、

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

￥
『
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か

２
０
０
９
』の
合
唱
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

『
静
岡
県
芸
術
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
ア

ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
部
門
に
は
、
二
十
五
団
体

が
参
加
し
、
作
曲
家
の
松
下
耕
さ
ん
ら
審

査
員
が
各
賞
を
決
定
。
最
優
秀
の
芸
術
祭

賞
は
、『
藤
枝
西
高
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
』（
藤
枝

市
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン

参
加
の
部
で
は
、
県
立
韮
山
高
校
音
楽
部

な
ど
八
団
体
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
記

念
合
唱
団
『
伊
豆
の
国
』
メ
ン
バ
ー
も
、

『
し
ず
お
か
の
う
た
メ
ド
レ
ー
』
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。国
文
祭
合
唱
の
祭
典
は
、

今
年
十
一
月
七
日
、
八
日
に
、
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

名
称
一
新
、
人
は
盛
況

伊
豆
の
国
市
秋
の
収
穫
祭

坦
庵
公
の
偉
業
を
オ
ペ
ラ
に

国
民
文
化
祭
オ
ペ
ラ
プ
レ
フ
ェ
ス

ふじっぴーも登場した合唱団『伊豆の国』のステージ

県
芸
術
祭
で
熱
唱

国
民
文
化
祭
合
唱
プ
レ
フ
ェ
ス

今
年
、
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
『
第
二

十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０

９
』
の
、
オ
ペ
ラ
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
韮
山
時
代
劇
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
創
作
オ
ペ
ラ
『
江
川
太

郎
左
衛
門
』
出
演
者
の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
行
い
、
県
内
外
か
ら
三
十
三
人
が

出
場
。
舞
台
上
で
歌
唱
・
演
奏
力
や
演
技

力
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
観
衆

に
披
露
し
ま
し
た
。

本番の創作オペラをハイライトで公演（領民が初めてパンを焼いた場面）

黒山のような人だかりとなった恒例の餅まき

11／16

ま
た
第
二
部
で
は
、
本
番
で
披
露
さ
れ

る
創
作
オ
ペ
ラ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
公
演
な
ど

を
行
い
、
約
三
百
人
の
観
衆
に
本
舞
台
公

演
へ
の
来
場
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

国
文
祭
オ
ペ
ラ
の
本
番
は
、
今
年
十
月

二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
、
ア
ク
シ
ス
か

つ
ら
ぎ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０
９

市
開
催
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
四
ペ
ー
ジ
参
照

11／15

11／30

第
一
回
の
伊
豆
の
国
学
講
座
（
座
学
編
）

を
韮
山
時
代
劇
場
映
像
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
歴
史

に
興
味
の
あ
る
老
若
男
女
約
八
十
人
が
集

ま
り
、
講
師
の
明
治
大
学
文
学
部
・
上
杉

和
彦
教
授
か
ら
、
源
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
幕

府
設
立
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
伊
豆

や
日
本
の
歴
史
を
改
め
て
知
る
よ
い
企
画

だ
っ
た
」「
専
門
家
に
よ
る
講
座
は
、
具

体
的
か
つ
詳
細
な
の
で
分
か
り
や
す
い
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
喜

び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
伊
豆
の
国
学
講
座
は
、

一
月
十
七
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
十
六
ペ
ー
ジ
記
事
参
照

第
九
回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
、
静
岡
市
で
開
か
れ
、
県
下
三
十

八
市
町
か
ら
市
の
部
二
十
七
、
町
の
部
十

八
の
計
四
十
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
県
庁
本
館
前
〜
県

営
草
薙
陸
上
競
技
場
ま
で
の
十
一
区
間
四

十
二
・
一
九
五
キ
ロ
を
、
郷
土
の
期
待
を

背
負
い
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
チ
ー
ム
も
、
昨
年
七
月
よ

り
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
、
本
番
に
臨

み
ま
し
た
。
結
果
は
、
二
時
間
二
十
五
分

二
十
八
秒
で
、
市
の
部
十
八
位
で
し
た
。

沿
道
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
前
で
応
援

し
て
く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
の
代
表
と
し
て
健
闘
し
た
、

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
ら
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

乳
牛
の
第
十
一
回
中
部
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
と
第
八
十
二
回
静
岡
県
畜
産
共
進

会
で
、
市
内
の
酪
農
家
が
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
酪
農
組
合
の
矢
田
組
合
長
、

田
中
山
で
乳
牛
を
育
て
て
い
る
高
橋
康
明
や
す
あ
き

さ
ん
・
実
徳
み
の
り

さ
ん
親
子
と
渡
辺
稔
み
の
る
さ
ん
が

市
長
を
訪
れ
、
中
部
日
本
共
進
会
で
の
、

経
産
牛
（
三
歳
未
満
）
の
名
誉
賞
（
高
橋
さ

ん
）、
一
等
賞
（
渡
辺
さ
ん
）
獲
得
、
ま
た

県
共
進
会
で
の
第
一
部（
未
経
産
牛
）第
一

類
の
県
知
事
賞
（
高
橋
さ
ん
）、
第
一
部
第

一
類
・
第
二
類
の
優
秀
賞
（
渡
辺
さ
ん
）、

市
の
基
礎
牛
で
第
一
部
第
四
類
の
最
優
秀

賞（
高
橋
さ
ん
）獲
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
市
の
酪
農
は
県
内
で
も
有
名
。

厳
し
い
時
勢
で
す
が
、
若
い
世
代
と
と
も

に
益
々

ま
す
ま
す

が
ん
ば
っ
て
」と
激
励
し
ま
し
た
。

武
士

も
の
の
ふ

の
は
じ
ま
り
は
…

伊
豆
の
国
学
講
座

好
評
開
催
中

市
の
部
十
八
位
に

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

現
在
、
古
奈
の
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
ふ

れ
あ
い
広
場
に
、
期
間
限
定
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
中
で
す
。

主
催
し
た
古
奈
振
興
会
（
代
表
・
山
田

誠
さ
ん
）
に
よ
る
と
、「
旅
館
や
飲
食
店
、

商
店
な
ど
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
を
も
て
な

す
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

電
球
数
は
、
青
と
白
を
基
調
と
し
た
約

一
万
個
。
光
の
ト
ナ
カ
イ
や
火
の
見
櫓
や
ぐ
ら

か
ら
の
ツ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

点
灯
期
間
は
、
三
月
十
四
日
（
土
）
ま

で
の
毎
日
夕
方
〜
二
十
四
時
ま
で
。
年
始

は
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
の
『
姫
の
あ
し

湯
』
に
つ
か
り
な
が
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
の
も
、
な
か
な
か
『
お
つ
』

な
お
正
月
の
過
ご
し
方
で
す
ね
。

酪
農
新
世
代
大
活
躍

酪
農
組
合
共
進
会
で
上
位
入
賞

温
泉
と
光
で
正
月
を

ア
ク
シ
ス
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

市長に入賞を報告した高橋さん、渡辺さんら

専門家による解説が大好評だった伊豆の国学講座

伊豆の国市チームの選手・関係者の健闘に拍手

年始は足湯につかりながらイルミネーションを堪能

12／3

12／6

12／13

PICK
UP!
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